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産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
は

社
会
調
査
実
務
士
と
は

総
合
経
営
学
部
経
営
経
済
学
科
に
、
平
成
１８
年

４
月
か
ら
「
経
営
心
理
コ
ー
ス
」
を
新
た
に
置
く

こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
そ
の
商
品
を
買
う
、

買
わ
な
い
の
人
間
の
行
動
や
、
商
品
の
色
や
形
、

性
能
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
よ
る
価
値
に
は
、
そ
の

商
品
の
必
要
性
以
外
に
、
消
費
者
と
し
て
の
人
間

の
心
の
動
き
、
心
理
的
要
素
が
大
き
く
絡
ん
で
い

る
。
こ
う
し
た
消
費
者
心
理
を
読
み
取
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
流
行
が
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
情

報
か
ら
、
企
業
は
商
品
を
企
画
し
、
経
営
経
済
活

動
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
消
費
者
か
ら

の
視
点
が
、そ
の
商
品
の
付
加
価
値
を
左
右
す
る
。

こ
こ
に
、
経
営
学
・
経
済
学
と
心
理
学
と
の
密
接

な
関
係
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
学
総

合
経
営
学
部
経
営
経
済
学
科
に
「
経
営
心
理
コ
ー

ス
」を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
経
営
学
部
は
、

２
学
科
７
コ
ー
ス
に
な
り
、
学
生
た
ち
の
選
択
肢

の
広
が
り
と
と
も
に
、
将
来
社
会
で
の
活
躍
の
期

待
に
力
が
入
る
。

近
年
、
働
く
人
び
と
の
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
企
業
が
経
営
経
済
活

動
を
高
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動

は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
更
に
経
営
経
済
に
持
続

的
発
展
性
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
を
具
体
的
に
考
え
る
と
、
次
の
三
つ

が
挙
げ
ら
れ
る
。

�

顧
客
ニ
ー
ズ
と
の
乖
離
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぐ
努
力
。

�

営
業
売
り
上
げ
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

顧
客
満
足
度
に
重
点
を
お
く
経
営
経
済
情
報
の

収
集
と
分
析
に
力
を
い
れ
る
。

�

�
、
�
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
新
製
品
の
開

発
や
商
品
の
改
善
に
役
立
て
る
。（
偶
然
の
必
然

化
）

こ
れ
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
底
流
に
は
、

商
品
が
消
費
者
の
注
意
を
引
き
付
け
、
興
味
を
わ
か

し
、記
憶
さ
せ
て
、購
買
欲
を
か
き
立
て
、そ
し
て
消
費

活
動
に
つ
な
げ
て
ゆ
く
流
れ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
学
や
経
済
学
の
実
践

と
理
論
の
基
礎
基
本
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、人
間
は
経
営
学
・
経
済
学
の
実
践
と
理
論

の
背
景
に
あ
る『
○
○
す
べ
き
〜
』と
い
う
だ
け
で
、

経
営
活
動
・
経
済
活
動
が
十
分
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
、
人
間
と
し
て
の
諸
活
動
を
補
強
し
、
か

つ
パ
ワ
ー
に
す
る
意
味
か
ら
、
心
理
学
を
学
び
、
そ

の
応
用
と
し
て
の
広
が
り
に
消
費
者
の
心
理
を
捉
え

る
視
点
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
心
理
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
の
将
来
は

も
ち
ろ
ん
、
身
に
つ
け
た
経
営
学
・
経
済
学
を
通
し

て
、
自
分
の
就
職
領
域
・
社
会
的
活
動
の
広
が
り
を

大
き
く
す
る
に
違
い
な
い
と
考
え
る
。

以
上
の
視
点
か
ら
経
営
経
済
学
科
に
「
経
営
心
理

コ
ー
ス
」
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
取
得
可
能
な
資
格
は
「
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
」「
社
会
調
査
実
務
士
」「
高
等
学
校
教
諭
一
種【
商

業
】」「
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
」「
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ン
実
務
士
」「
情
報
処
理
士
」「
上
級
情
報
処
理
士
」

「
販
売
士
」「
色
彩
検
定
」「
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
が
あ
る
。

人
間
学
部
の
尾
上
孝
利
教
授
は
、
親
子
体
験
学
習

「
ミ
ク
ロ
の
生
物
観
察
会
」関
西
地
区
実
行
委
員
会
、

実
行
委
員
長
で
も
あ
る
。
こ
の
ミ
ク
ロ
の
生
物
観
察

会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
身
近
に
あ
っ
て
自
分
が
実
際

電
子
顕
微
鏡
で
見
て
み
た
い
生
物
を
持
っ
て
親
子
で

参
加
し
（
中
学
生
以
上
は
保
護
者
な
し
で
も
参
加
可

能
）、実
行
委
員
の
方
々
と
一
緒
に
電
子
顕
微
鏡
で
観

察
で
き
る
。
例
年
、
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

毎
回
大
好
評
で
募
集
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
定
員
に
な

っ
て
し
ま
い
、
参
加
で
き
な
い
子
ど
も
が
多
数
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動
（
独

立
行
政
法
人
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
）
の
一
環
で
あ
り
、
医
学
生
物
学
電
子
顕

微
鏡
技
術
会
ほ
か
電
子
顕
微
鏡
関
連
の
多
数
の
企
業

・
団
体
が
協
賛
し

て
い
る
。
本
学
も

協
賛
団
体
の
一
つ

で
あ
る
。

第
１０
回
ミ
ク
ロ

の
生
物
観
察
会

は
、
別
掲
の
通
り

平
成
１７
年
１２
月
４

日
（
日
）
９
時
〜

１７
時
に
開
催
さ

れ
、
募
集
定
員
は

３６
組
。

近
年
、
児
童
の
�
理
科
離
れ
�
が
進
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ミ
ク
ロ
の
生
物
観
察
会
は
、

身
の
回
り
の
い
ろ
ん
な
も
の
に
関
心
が
高
ま
り
、
実

際
に
電
子
顕
微
鏡
に
触
れ
て
、
ミ
ク
ロ
の
不
思
議
な

世
界
が
観
察
で
き
る
。
参
加
後
は
、
親
子
共
に
ミ
ク

ロ
の
不
思
議
な
世
界
に
関
心
が
高
ま
り
、�
理
科
好
き
�

に
な
る
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
こ
の
ミ
ク
ロ
の
生
物
観
察
会
の
活
動

を
教
育
関
係
者
が
注
目
し
て
い
る
。

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
が
実
施
す
る
試

験
に
合
格
し
た
人
が
認
定
さ
れ
る
資
格
。
心
理
的

手
法
を
使
っ
て
、
働
く
人
び
と
が
抱
え
る
心
の
問

題
を
、
自
ら
の
手
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
化
に
象
徴
さ
れ
る
職
場
環
境
の
激
変
で
メ

ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
の
推
進
者
と
し
て
、
次
の
三
つ

の
領
域
で
主
に
活
動
し
て
い
る
。

◎
メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
対
策
へ
の
サ
ポ
ー
ト

◎
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
サ
ポ
ー
ト

◎
職
場
に
お
け
る
人
間
関
係
開
発
へ
の
サ
ポ
ー
ト

各
種
社
会
調
査
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
持
ち
、

か
つ
社
会
調
査
を
適
切
に
遂
行
す
る
実
践
的
能
力

を
有
す
る
人
に
、
全
国
大
学
実
務
教
育
協
会
が
認

定
す
る
資
格
。

主
な
業
務
と
し
て
は
、
情
報
の
収
集
と
分
析
の

た
め
の
各
種
調
査
の
実
施
、
調
査
結
果
の
集
計
と

解
析
。
さ
ら
に
、
商
品
開
発
、
販
売
促
進
、
消
費

者
行
動
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
も
活
躍

の
場
が
広
が
り
、
就
職
に
も
有
利
に
な
っ
て
い

る
。

本
学
は
以
前
か
ら
、
外
国
人
留
学
生
の

方
よ
り
、
本
学
で
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報
の
学

修
を
し
た
い
と
強
い
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
１８
年
度
か
ら
総

合
経
営
学
部
の
経
営
情
報
学
科
と
経
営
経

済
学
科
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
学
の
人
間
学
部
人
間
文
化
学

科
に
は
国
際
文
化
コ
ー
ス
、
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
お
り
、
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
へ
目
を
向
け
た�
学
び
�

を
提
供
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
環
境
の

中
で
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、学
生
同
士
が
お
互
い
に
刺
激
し
あ
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、

毎
日
の
学
生
生
活
の
中
で
す
ば
ら
し
い
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

入
学
試
験
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
留
学

生
入
試
と
し
て
、
Ａ
日
程
を
本
年
１０
月
２９

日（
土
）、
Ｂ
日
程
を
平
成
１８
年
２
月
１８
日

（
土
）
�
出
願
期
間
�
１
月
２７
日
（
金
）

〜
２
月
９
日
（
木
）
�
に
実
施
す
る
。
入

学
後
は
、
一
般
の
学
生
と
同
じ
授
業
を
受

講
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
試
験
科
目
に

は
日
本
語
作
文
、
面
接
を
課
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
留
学
試
験
の
結
果
も
参
考
に

す
る
。

入
学
検
定
料
に
つ
い
て
は
、１
万
円（
通

常
３
万
円
）
に
設
定
し
、
授
業
料
に
つ
い

て
は
太
成
学
院
大
学
留
学
生
授
業
料
減
免

制
度
に
基
づ
き
、
１
年
間
、
授
業
料
の
５０

％
を
減
免
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

高
等
学
校
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
情
報
」
の
授
業

に
、
本
学
学
生
を
学
生
補
助
員
（
Ｓ
Ａ
�
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て
派
遣
す
る
制
度

が
９
月
１
日
（
木
）
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
制
度

に
よ
り
、
本
学
か
ら
学
生
補
助
員
を
派
遣
し
、
学
生

の
持
つ
情
報
関
連
知
識
技
術
を
生
か
す
こ
と
は
、
高

等
学
校
に
お
け
る
「
情
報
」
授
業
が
一
段
と
充
実
し

た
も
の
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
実
際
に
高
等
学
校
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
学

生
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
た
い
。

私
は
９
月
１
日
よ
り
２
月
末
日
ま
で
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
Ｓ
Ａ
（S

tuden
t
A
ssistan

t

）

と
し
て
大
阪
府
立
泉
南
高
等
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

高
校
で
私
の
担
当
す
る
授
業
は「
情
報
」、
つ
ま
り

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
演
習
で
、
そ
の
演
習
指
導
を
さ

れ
て
い
る
先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

１
年
生
は
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
ア
ウ
ト
ル
ッ

ク
等
の
基
本
ソ
フ
ト
の
演
習
。
ま
た
、
各
ソ
フ
ト
に

お
け
る
課
題
の
作
成
。
２
年
生
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
。
３
年
生
は
、
パ
ソ
コ
ン
検
定
３
級
を
目
標

と
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
授
業
に
対
す
る
関
心
・
技
術
は
個
々
様
々

で
あ
り
、
授
業
内
容
の
進
行
度
の
足
並
み
を
揃
え
る

こ
と
が
大
変
難
し
い
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
に
質
問
さ
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
答

え
れ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
を
考
え
る
の
が
簡

単
で
は
な
く
、
毎
週
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
高
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
生
徒
と
先

生
と
い
う
二
つ
の
立
場
か
ら
の
視
点
を
体
験
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、こ
の
体
験
を
、

卒
業
後
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

項要集募

平成１７年１２月４日（日）
午前９：００～１２：００、午後１３：３０～１７：００

株式会社日立ハイテクノロジーズ
関西支店 関西カスタマーセンター
大阪市淀川区宮原３の３の３１

小学生４～６年生と保護者（観察は
親子で）、中学生・高校生（保護者な
しでも参加可能）

３６組（午前１２組、午後２４組）

子ども１人５００円（保護者は無料）

http���oyako―denken.hp.infoseek.
co.jp�oyako―denken.html

ホームページアドレス

参加費

日時

会場

対象

定員

�
経
営
心
理
コ
ー
ス
�を
新
設

経営経済
学科

総
合
経
営
学
部

２
学
科
７
コ
ー
ス
に
充
実

来年度から
総合経営学部に留学生の受け入れ

授
業
料
減
免
制
度
を
設
け
る

学
生
補
助
員
制
度
の
体
験
か
ら

尾上研究室

親
子
体
験
学
習
で
感
動

ミ
ク
ロ
の
生
物
観
察
会
を
開
催

個
々
の
生
徒
に
対
す
る
難
し
さ
実
感

人間学部
尾上 孝利教授

総
合
経
営
学
部

経
営
情
報
学
科

３
年
次
生

泉

大
樹

2005年11月10日1
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石
原
教
授
は
、
日
本
大
津
絵
会
会
長
の
要

職
に
あ
る
我
が
国
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人

で
あ
り
、
大
津
絵
の
普
及
の
た
め
世
界
各
国

で
活
躍
中
で
も
あ
る
。「
日
本
の
伝
統
絵
画
大

津
絵
の
美
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
。
諷
刺

・
ユ
ー
モ
ア
等
暖
か
い
親
し
み
の
あ
る
面
白

さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

込
め
た
力
作
７０
点
が
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
た
。
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
が
「
義
経
」
で
あ
っ
た
た
め
、
牛

若
丸
や
弁
慶
を
題
材
に
し
た
新
し
い
作
品
が

注
目
さ
れ
、
作
品
の
前
で
談
笑
す
る
愛
好
家

が
絶
え
な
か
っ
た
。

大
津
絵
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
的
絵
画
で

あ
っ
て
浮
世
絵
と
共
に
日
本
の
二
大
民
画
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
起
源
は
約
三
百
七
十

年
の
昔
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
昔
か
ら
庶
民
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
て
お
り
、
多
く
の

フ
ァ
ン
が
大
津
絵
の
魅
力
に
引
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
大
津
絵
の
美
は
民
衆
か
ら
生
ま
れ

出
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
津

絵
が
私
達
の
心
を
引
き
つ
け
る
の
は
、
そ
こ

に
個
性
を
超
え
た
世
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
親
し
さ
の
美
を
贈
っ
て
く
れ
、
潤
い

と
か
味
わ
い
と
か
の
美
し
さ
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
美
し
さ
は
、
ど
こ

ま
で
も
民
衆
が
醸
し
出
す
美
し
さ
で
あ
り
、

民
衆
な
ら
で
は
生
み
出
し
え
な
い
美
し
さ
だ

と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

近
時
、
社
会
の
乱
れ
、
家
庭
の
乱
れ
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
大
津
絵
の
一
枚

一
枚
に「
人
生
の
教
訓
」が
込
め
れ
て
お
り
、

家
庭
内
教
育
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
大
津
絵
が
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
、

社
会
や
家
庭
の
和
と
愛
の
醸
成
に
役
立
つ
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

平
成
１７
年
度
第
１
回
合
格
奨
励
金
授
与
式
は
、
１０

月
１２
日（
水
）１２
時
４５
分
よ
り
本
館
２
階
２
０
２
教
室

で
開
催
さ
れ
た
。
本
学
の
奨
学
金
制
度
に
基
づ
き
、

今
回
の
合
格
奨
励
金
授
与
の
対
象
者
は
、
販
売
士
３

級
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
級
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト

オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｄ
・
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
合
格
者
２９
名
で
あ
っ
た
。資

格
取
得
者
に
は
、人
間
学
部
太
田
幸
男
学
部
長
、総
合

経
営
学
部
坂
元
保
秀
学
部
長
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
合

格
奨
励
金
授
与
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
証
書
を
手
に

し
た
学
生
達
は
、
資
格
を
取
得
し
た
達
成
感
と
こ
の

授
与
式
に
出
席
で
き
た
喜
び
を
か
み
し
め
、
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
決
意
を

新
た
に
し
た
。

授
与
式
で
合
格
奨
励
金
授
与
証
書
を
手
に
し
た
２９

名
の
学
生
達
の
努
力
を
称
え
る
と
共
に
、
さ
ら
に
各

種
の
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
を
期
待
し
た
い
。

人
間
学
部
石
原
芦
堂
教
授
の
「
大
津
絵
展
」
が
８
月
２５
日
（
木
）
〜
３１
日
（
水
）
、
近
鉄

百
貨
店
阿
倍
野
店
６
Ｆ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
の
近
鉄
百
貨
店
阿
倍

野
店
は
、
大
阪
の
南
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
天
王
寺
の
中
心
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
・

地
下
鉄
天
王
寺
駅
・
近
鉄
阿
倍
野
橋
駅
に
直
結
し
て
お
り
、
大
津
絵
フ
ァ
ン
・
美
術
愛
好

家
で
賑
わ
っ
た
。

一人ひとりに合格奨励金授与証書が手渡
された

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
級
合
格

人
間
学
部

心
理
学
科

１
年
次
生

安
部

里
子

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
や
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
プ

リ
ン
ト
で
要
点
を
理
解
し
、
過
去
問
題
を
何
度
も
繰

り
返
し
て
や
り
ま
し
た
。
答
え
合
わ
せ
の
時
に
は
、

特
に
不
正
解
だ
っ
た
場
合
な
ぜ
間
違
っ
た
の
か
を
必

ず
確
認
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
用
具
や
間
取
り
等
の
イ
ラ
ス
ト
を
書
き
な
が

ら
覚
え
る
と
頭
に
入
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

な
り
に
努
力
し
て
３
級
に
合
格
し
ま
し
た
。
次
は
２

級
合
格
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
合
格

人
間
学
部

心
理
学
科

２
年
次
生

林

芳
実

「
就
職
を
す
る
う
え
で
、
資
格
を
持
っ
て
い
て
損

は
な
い
�
」
と
大
学
に
入
学
以
来
い
ろ
い
ろ
人
か
ら

聞
い
た
。私
は
授
業
で
学
習
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

将
来
一
番
役
に
立
つ
だ
ろ
う
と
思
い
パ
ソ
コ
ン
の
資

格
を
取
得
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

先
生
は
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、

講
義
ば
か
り
で
な
く
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す

る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
配
布
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
使

用
し
、
繰
り
返
し
復
習
す
る
こ
と
で
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

も
し
、
資
格
を
取
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
が
何
か
ら

取
れ
ば
い
い
の
か
迷
っ
て
い
る
人
に
は
、
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
が
絶
対
オ
ス
ス
メ
で
す
。

販
売
士

３
級
合
格

人
間
学
部

心
理
学
科

１
年
次
生

北
村

崇

今
ま
で
誰
も
が
経
験
し
て
き
た
身
近
な
こ
と
が
学

べ
る
資
格
で
す
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

の
商
品
の
並
べ
方
や
そ
の
配
置
、
照
明
、
買
い
た
い

思
い
を
高
め
る
方
法
等
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く

れ
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
商
品
を
並
べ
た
経
験
の
あ

る
人
な
ど
に
は
「
あ
る
、
わ
か
る
」
み
た
い
な
事
が

た
く
さ
ん
出
て
き
て
楽
し
い
で
す
。
欠
席
を
し
な
い

で
先
生
の
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
が
合
格
へ
の
近
道
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

９
月
１８
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト

オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ

の
試
験
を
４３
名
が
受
験
し
４０
名
が
合
格
。
９３
％
を
超

え
る
驚
異
的
な
合
格
率
で
全
国
平
均
の
合
格
率
を
大

幅
に
上
回
っ
た
。
し
か
も
４
名
は
満
点
で
合
格
し
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
実
証
し
た
。

本
学
で
は
、
本
年
４
月
よ
り
、
Ｓ
Ａ
（
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
制
度
を
導
入
し
、
先
輩

学
生
が
後
輩
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
指
導
し
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
の
現
わ
れ
と
思
わ
れ
る
。

▲▼ズラリと並んだ石原教授の
力作

本
学
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
、
健
康
運
動
実
践
指
導
者
等
の
資
格
を
取
得
し

て
、
地
域
活
動
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を

目
指
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
実
習
�
」「
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
実
習
�
」
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
開
催
し
た
キ
ャ

ン
プ
実
習
は
、
キ
ャ
ン
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
と
し

て
今
後
活
躍
す
る
た
め
に
、
自
然
の
中
で
の
生
活
、

仲
間
作
り
や
共
同
作
業
を
通
じ
て
人
間
性
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
屋
外
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

現
在
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
人
々
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
余
暇

時
間
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
も
今
ま
で
の
よ
う
な
、

労
働
の
疲
れ
を
癒
や
す
た
め
、
気
分
転
換
の
た
め
の

受
動
的
な
過
ご
し
方
に
代
わ
り
、
自
己
開
発
、
よ
り

充
実
し
た
人
生
に
す
る
た
め
等
、
積
極
的
で
前
向
き

の
過
ご
し
方
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

な
位
置
を
占
め
つ
つ
あ
り
、
自
然
と
共
生
す
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
自
治
体
や
民
間
の
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
、
研

修
会
・
野
外
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ャ
ン
プ
・
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
企
画
運
営
で
き

る
ス
タ
ッ
フ
は
十
分
と
は
言
え
ず
ス
タ
ッ
フ
の
人
材

確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
実
習
は
９
月
２２
日
（
木
）
〜
２４

日
（
土
）
の
２
泊
３
日
で
、
実
習
場
所
は
大
阪
府
立

総
合
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の

キ
ャ
ン
プ
実
習
の
参
加
者
は
、
学
生
１９
名
と
引
率
指

導
先
生
の
２
名
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
大
学
に
集
合

し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
実
習
場
所
に
向
か
っ
た
。
到

着
後
全
員
で
実
習
に
あ
た
っ
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
昼
食
と
な
っ
た
。

初
の
実
習
は
、
ハ
ー
ト
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
、
メ

ン
バ
ー
が
協
力
し
て
高
い
塀
を
乗
り
越
え
る
ゲ
ー
ム
。

無
事
塀
を
乗
り
越
え
る
事
が
出
来
た
瞬
間
、
何
と
も

言
え
ぬ
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
た
。
夕
食
は
飯

盒
炊
さ
ん
で
、み
ん
な
で
協
力
し
て
カ
レ
ー
を
作
り
、

楽
し
い
夕
食
と
な
る
。

２
日
目
の
午
前
中
に
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

の
競
技
が
行
わ
れ
た
。
コ
ン
パ
ス
を
見
な
が
ら
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
て
進
む
競
技
で
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。
表
彰
式
が
あ
り
、
マ
ツ

タ
ケ
や
メ
ロ
ン
等
の
豪
華
賞
品
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

夜
に
は
、
天
体
観
測
を
兼
ね
た
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ

が
あ
っ
た
。

３
日
目
の
午
前
に
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
実

習
と
し
て
、
全
員
が
カ
ヌ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
川
に
飛

び
込
み
水
泳
も
楽
し
み
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
十
分
に
満
喫
し
て
い
た
。
教
室
授
業
で
は
味
わ
え

な
い
多
く
の
体
験
実
習
の
な
か
か
ら
、
よ
き
思
い
出

と
指
導
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
を
通

し
て
、
自
然
体
験
活
動
と
人
間
関
係
の
補
完
や
自
己

発
見
・
知
識
獲
得
・
生
き
る
力
の
育
成
と
共
に
、
環

境
問
題
へ
の
共
通
理
解
を
持
つ
こ
と
を
学
ん
だ
。
将

来
、
キ
ャ
ン
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
と
し
て
思
う
存

分
活
躍
で
き
る
人
の
誕
生
が
た
の
し
み
で
あ
る
。

���
指
導

河
合
信
行
教
授

引
率

高
山
昌
子
講
師
���

カヌー実技で野外スポーツの楽しさを満喫

チームワークがポイントのハートア
クティビティのプログラムの一つ

標的に当たるか…アーチェリ
ーを体験

連日ファンで大盛況

自
然
の
中
で『
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
法
』を
学
ぶ

２
泊
３
日
で
キ
ャ
ン
プ
実
習

欠
席
せ
ず
講
義
を
よ
く
聴
き

平成１７年度
第 １ 回

太
成
学
院
大
学
奨
学
金
制
度
に
基
づ
き

合
格
奨
励
金
が
授
与
さ
れ
る

繰
り
返
し
復
習
で
見
事
合
格

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
４０
名
が
合
格

さ
ら
に
上
を
目
指
し
ま
す

合
格
率
９３
％
を
超
え
る
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の
制
度
は
、
実
社
会
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

大
学
で
学
ぶ
専
門
的
な
知
識
や
技
術
が
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
活
用
す
べ
き
で
あ
る

の
か
を
修
得
し
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

学
生
自
身
が
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
進
ん
で
福

祉
活
動
に
従
事
し
、
様
々
な
福
祉
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
も
う
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
実

体
験
の
中
か
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
総
活
動
時
間
が
４５
時
間
を
超
え
れ
ば
２
単

位
が
認
定
対
象
と
さ
れ
る
。

私
は
現
在
、
同
じ
町
内
に
あ
る
府
立
美
原
高
校
で

障
害
を
持
つ
生
徒
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

ま
す
。
１７
歳
と
１８
歳
の
男
子
生
徒
で
足
に
障
害
が
あ

り
、
二
人
と
も
電
動
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
は
、
校
内
で
の
移
動
を
手
伝

っ
た
り
、
一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
話
し
相
手
に
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

慣
れ
る
ま
で
言
葉
遣
い
に
す
ご
く
神
経
を
使
い
ま

し
た
。
言
葉
を
選
び
、
話
し
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

考
え
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
ま
し
た
。
私
の
ち

ょ
っ
と
し
た
言
動
が
、
生
徒
を
傷
つ
け
た
り
信
頼
を

失
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
努
力
の
成
果
が
あ
り
、

今
で
は
お
互
い
に
気
楽
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

冗
談
も
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と

に
、
私
は
週
１
回
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
二
人
と
も
私
の
行
く
日
を
待
っ
て
く
れ
て

い
る
と
の
事
で
す
。
二
人
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
障
害
を
持
つ
人
の

気
持
ち
が
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
大
切
に
し
て
今
後

も
更
に
障
害
を
持
つ
人
に
温
か
く
接
し
て
い
く
努
力

を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私が就職活動を意識し始めたのは昨年
の１１月頃でした。実際に活動し始めたの
は１月下旬で初内定は４月中旬。最終的
に和歌山県警察本部に決定しました。
就職活動の第一歩は、まず就職ナビに

登録すると共に手帳を購入することで、
しっかりとスケジュールを管理しました。
活動前からしたい仕事や入社したい企業
は大体決まっていたので、すぐに活動を
起こすことが出来、予定も立てやすかっ
たです。訪問企業は合計９社で、そのう
ち選考を受けたのは６社でした。
面接の時、注意した点は、笑顔・はき

はきとしゃべること・姿勢や言葉づかい
・相手の目を見る、といったことです。
筆記試験対策は年内までにやっておく

ということが就職活動をスムーズに運ぶ
一つのポイントだと思います。
失敗したことは、まず体調管理です。

発熱で説明会に行けなかったことがあり
ました。みなさんも手洗い・うがいを励
行して、カゼをあなどらないでください。
次に、筆記試験対策について必要に応じ
て論文の勉強をするということです。こ

れはレポート課題を出題
され慌てて勉強したので
時間に追われました。元々
やっておけば楽に書けた
かと思います。あとは１
分間対策です。面接時に「～を１分間で
スピーチして下さい。」という課題があり、
回答を１分間にまとめ、伝えるというの
はとても難しかったです。
就職活動は長期にわたるものであり、

時期によっては大事な面接が続くことも
あるので、体調管理が一番大切だと思い
ます。あと、心身をリフレッシュするた
めの日を作ることも良いかと思います。
日々就職活動をしていると、とてもスト
レスが溜まり精神的にも辛くなりますが、
うまくスケジュールを管理して休みの日
を作り、友達と遊んだり趣味や運動など
をするととても楽になりました。
就職活動はやってみるとおもしろいも

のです。社会のことがよくわかるように
なります。そして何より精神的に成長す
る部分も大きいと思います。これから社
会に出て行く人間として、一つ大きくな
れたことを実感できました。

人
間
学
部
で
は
初
め
の
試
み
と
し
て
、
３
年
次
生

を
対
象
と
す
る
「
学
内
企
業
説
明
会
」（
別
掲
）
を
開

催
す
る
。
１７
社
も
の
企
業
が
参
加
予
定
の
画
期
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
学
内
企
業
説
明
会
」

○
日
時

平
成
１７
年
１１
月
１１
日（
金
）４
時
限
目

○
会
場

本
館
３
階

多
目
的
教
室

○
対
象

３
年
次
生

○
そ
の
他

各
自
で
企
業
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、
企

業
ブ
ー
ス
訪
問
記
録
を
提
出
す
る
。

人
間
学
部

○
日
時

平
成
１７
年
１０
月
２１
日
（
金
）
４
時
限
目

○
会
場

足
立
記
念
館
３
階
記
念
ホ
ー
ル

○
対
象

１
年
次
生

○
講
師

人
間
学
部

内
之
宮
則
子
先
生

○
テ
ー
マ

「
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
の
今
、
何
を

な
す
べ
き
か
」

総
合
経
営
学
部

○
日
時

平
成
１７
年
１０
月
２１
日
（
金
）
３
時
限
目

○
会
場

東
館
３
階
階
段
教
室

○
対
象

１
年
次
生

○
講
師

総
合
経
営
学
部

釣
島
平
三
郎
先
生

○
テ
ー
マ

「
人
生
の
目
標
と
人
生
設
計
」

「今何をすべきか」をテーマに講演され
る人間学部内之宮則子先生（於足立記念
館ホール）

「人生設計」について講演される総合
経営学部釣島平三郎先生（於階段教室）

教
育
後
援
会
の
小
谷
和
夫
会
長
は
平
成
１７
年
６
月

１０
日（
金
）、
足
立
記
念
館
３
階
ホ
ー
ル
で
本
学
学
生

に
講
演
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
ネ
ッ
ト
時
代
に
生
き

る
」
で
、
人
間
学
部
・
総
合
経
営
学
部
の
１
〜
２
年

次
生
が
対
象
で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
化
が
急
速
に
進
展
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て

何
が
重
要
で
、
激
し
い
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
何
を

す
べ
き
か
等
を
中
心
に
講
演
さ
れ
た
。
豊
富
な
経
験

・
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
お
話
は
説
得
力
が
あ
り
、

学
生
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
迫
力
が
あ
っ
た
。

小
谷
会
長
は
大
変
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

�
学
生
た
ち
の
プ
ラ
ス
に
な
る
話
を
し
た
い
�
と
い

う
こ
と
で
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
。
小
谷
会

長
の
思
い
は
学
生
た
ち
に
き
っ
と
通
じ
て
、
今
後
の

学
生
生
活
、
将
来
の
就
職
活
動
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ

と
と
思
う
。

�
読
書
週
間
�ス
タ
ー
ト

（
期
間
�
１０
月
２７
日
〜
１１
月
９
日
）

今
回
は
、
図
書
館
を
よ
く
利
用
す
る
学

生
２
人
に
図
書
館
所
蔵
の
本
の
中
か
ら
、

興
味
深
い
本
を
推
薦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

推
薦
者
�
人
間
学
部

心
理
学
科

１
年
次
生

橋
本

千
穂

ス
ト
ー
カ
ー
の
心
理
学（
著
者
�
福
島
章
）

「
ス
ト
ー
カ
ー
は
現
代
社
会
の
一
つ
の
象
徴
」
と

い
う
言
葉
が
目
に
入
り
、
こ
の
本
を
手
に
と
っ
て
み

ま
し
た
。
最
近
は
ス
ト
ー
カ
ー
が
ら
み
の
事
件
が
多

く
、
殺
人
ま
で
起
こ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な

い
。
無
言
電
話
を
し
、
付
き
ま
と
い
、
監
視
を
す
る
。

嫌
が
ら
せ
の
手
紙
や
メ
ー
ル
ま
で
も
…
。

ス
ト
ー
カ
ー
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け

ら
れ
、
こ
の
本
で
は
、
実
際
に
あ
っ
た
ケ
ー
ス
と
共

に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
カ
ー
か
ら
身
を
守

る
方
法
な
ど
も
載
っ
て
お
り
、
い
か
に
現
代
社
会
の

象
徴
と
な
っ
て
い
る
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

い
つ
自
分
が
ス
ト
ー
カ
ー
に
あ
い
、
ス
ト
ー
カ
ー

す
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
未
成

熟
的
な
人
間
が
多
い
か
ら
で
す
。
少
子
化
・
核
家
族

化
な
ど
、
人
間
同
士
の
接
触
が
少
な
く
、「
ど
う
し
た

ら
相
手
の
関
心
や
愛
情
が
得
ら
れ
る
の
か
」
が
分
か

ら
な
い
人
が
多
い
た
め
に
、
不
器
用
な
ア
プ
ロ
ー
チ

か
ら
ス
ト
ー
カ
ー
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
、
こ

の
本
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
た
む
き
な
愛
の
表
現
が
狂
気
に
転
じ
る
時
、
人

間
の
心
に
は
、
一
体
、
何
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
…
？

推
薦
者
�
人
間
学
部

心
理
学
科

１
年
次
生

藤
岡

久
未

巷
説
百
物
語
（
著
者
�
京
極
夏
彦
）

場
面
背
景
は
江
戸
時
代
。
人
々
が
物
の
怪
た
ち
の

存
在
を
信
じ
、
ま
た
物
の
怪
た
ち
が
本
当
に
こ
の
世

に
存
在
し
て
い
た
時
代
で
起
こ
っ
た
、
不
可
思
議
な

物
語
�
�
そ
れ
が
、
こ
の
七
つ
の
怪
談
が
収
め
ら
れ

た
『
巷
説
百
物
語
』
の
概
要
で
す
。

そ
も
そ
も
私
が
こ
の
本
を
手
に
と
っ
た
の
は
、
故

郷
の
伝
承
が
載
っ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
地
元
で
は

可
愛
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
紙
芝
居
な
ど
に
も
な

っ
て
い
る
『
芝
右
衛
門
狸
』
が
、
怪
談
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
話
な
の
か
、
な
ぜ
百
物
語
と

し
て
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
興
味
が
湧
い
た
か
ら
で

す
。た

だ
、
私
は
時
代
小
説
が
苦
手
で
、
例
え
ば
「
御

座
り
ま
せ
ぬ
」
や
「
如
何
に
も
」
な
ど
の
堅
苦
し
い

喋
り
方
に
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
本
で
は

良
い
意
味
で
そ
の
古
臭
さ
が
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
て
、
和
独
自
の
世
界
観
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

『
芝
右
衛
門
狸
』
以
外
の
短
編
も
、
日
本
各
地
に

残
っ
て
い
る
伝
承
や
昔
話
の
類
を
、
様
々
な
資
料
も

元
に
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
に

興
味
が
あ
る
方
に
も
お
ス
ス
メ
で
き
ま
す
。

講演される小谷和夫会長の
話に耳を傾ける学生たち

（平成１７年１０月２０日現在）
情報通信 （株）ウイズ

日本自動化開発（株）
（株）フォース
（株）プロアシスト
（株）オーエムシー

卸売・小売 三宝メタル販売（株）
青山商事（株）
（株）ヨドバシカメラ
（株）はるやま
（株）ライフコーポレーション
（株）丸八真綿
ダイリキ（株）

製造 光洋精工（株）
金属加工 大阪玉造鋼業（株）
印刷 東和印刷（株）
金融・保険 （株）大正銀行

（株）アルフィックス
（株）ＳＦＣＧ
（株）明洸フィーチャーズ
成協信用組合

サービス・
レジャー 大宏商事（株）

（株）ダイナム
（株）アサヒディード
（株）アサヒセキュリティ

公務員 和歌山県警察本部

企 業 名（順不同） 業 種

（医）野崎徳洲会病院 病院事務

日本生命保険（相） 生命保険

住友生命保険（相） 生命保険

大阪府警察本部 警察官

（株）せいき（やすらぎの村） 福祉

（株）引越社関西
（アリサンマーク）

引越

日本ハムグループ
中日本フード（株）

商社（食品）

大阪東信用金庫 金融

（株）グルメ杵屋 サービス（フード）

（株）フジワーク
ソニー（プレイステーシ
ョン）のコントローラー

電子・電気機器

（株）ゼンコーポレーシ
ョン

アパレル
（きもの・ジュエリー）

（株）現代広告社 広告

（株）グラフィック 印刷

協立薬品（株） 薬品

藤和コミュニティ（株）
不動産
マンション管理

ホーム（株） サービス（その他）

（株）ボネール サービス（総合）

教
育
後
援
会

小
谷
会
長
が
講
演

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

実実
習習
のの
実実
践践
かか
らら

人
間
学
部

心
理
学
科

１
年
次
生

�
人
間
学
部
�
初
の
画
期
的
な
就
活
支
援

林
下

弥
史

�
学
内
企
業
説
明
会
�開
催

介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

学
び
の
実
践
を

人間学部「学内企業説明会」
参加予定企業リスト

心
開
く
会
話
は『
言
葉
遣
い
』か
ら

就
職
内
定
企
業
速
報

低
年
次
か
ら
始
ま
る

�
人
間
学
部
�

�
総
合
経
営
学
部
�

総合経営学部 経営情報学科

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

平井 新也４年次生
『体験記』

2005年11月10日3
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新
役
員
を
選
出

平
成
１７
年
度
学
友
会
総
会

世
界
の
頂
点
を
目
指
す
中
村
智
太
郎
選
手
の
泳
ぎ

（
写
真
提
供

岡
田

清
氏
）

�
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
競
技
大
会
は

平
成
１７
年
８
月
１４
日（
日
）、
な
み
は
や
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
た
。
百
�
平
泳
ぎ（
Ｓ
Ｂ
７
）の
第
一
人
者
、

中
村
智
太
郎
選
手
は
、１
分
２７
秒
５０
で
優
勝
し
、ア
テ

ネ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
貫
禄
を
示
し

た
。今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
権
大
会
で
も
優
勝
し
て
お
り
、
一

回
り
成
長
し
た
力
強
い
泳
ぎ
ぶ
り
が
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
本
年
１１
月
５
日（
土
）よ
り
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

る
第
５
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
出
場
す

る
予
定
で
あ
り
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。さ
ら
に
、今

後
国
内
の
大
会
は
も
と
よ
り
、
国
際
大
会
に
も
出
場

し
て
泳
ぎ
に
磨
き
を
か
け
て
世
界
の
頂
点
を
目
指
す
。

中
村
智
太
郎
選
手
の
談
話

後
半
タ
イ
ム
が
落
ち
る
の
で
、
こ
の
課
題
の
克
服

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
背
筋
や
下
半
身
を
強
化
し

て
足
の
ケ
リ
を
さ
ら
に
強
く
し
た
い
。
１
分
２３
秒
台

が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
世
界
の

頂
点
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る
と
思
う
。

キャンプ実習で緑に囲まれてカレーを
作るレクリエーション活動部員本

年
４
月
よ
り
、
近
畿
学
生
野
球
連
盟
�
部
リ
ー

グ
に
新
規
加
盟
し
た
本
学
硬
式
野
球
部
は
、
全
員
１

年
次
生
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
し
て
、

春
季
リ
ー
グ
第
３
位
と
健
闘
し
た
。
日
に
日
に
成
長

す
る
部
員
達
は
雑
賀
監
督
の
指
導
の
も
と
に
練
習
を

重
ね
て
、
秋
季
リ
ー
グ
に
臨
ん
だ
。

秋
季
リ
ー
グ
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
快
進
撃
を
続
け
た
。

３
カ
ー
ド
負
け
な
し
の
６
連
勝
、
勝
ち
点
３
で
首
位

に
立
っ
た
。
次
の
カ
ー
ド
で
一
つ
落
と
し
た
も
の
の

勝
ち
点
４
で
、羽
衣
国
際
大
学
と
首
位
を
並
走
し
た
。

こ
の
結
果
、
羽
衣
国
際
大
学
と
の
直
接
対
決
で
、
秋

季
リ
ー
グ
の
優
勝
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

秋
季
リ
ー
グ
優
勝
を
か
け
た
羽
衣
国
際
大
学
と
の

対
戦
は
、
第
一
戦
は
快
勝
し
た
が
、
第
二
戦
第
三
戦

に
惜
敗
し
、
残
念
な
が
ら
初
優
勝
を
逃
し
た
。
平
成

１８
年
度
は
新
入
部
員
も
か
な
り
増
え
、
戦
力
ア
ッ
プ

が
見
込
め
る
模
様
で
あ
り
、
念
願
の
優
勝
、
�
部
リ

ー
グ
へ
の
昇
格
も
期
待
で
き
、
本
学
清
滝
ス
ポ
ー
ツ

ヒ
ル
ズ
で
の
練
習
に
も
力
が
入
る
。

（
顧
問

雑
賀
亮
一
講
師
）

第
２３
回
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

は
、
本
年
１１
月
２７
日
（
日
）
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ

る
。
こ
の
大
会
の
関
西
地
区
で
の
予
選
会
を
兼
ね
た

第
１５
回
関
西
学
生
対
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が
、
１０

月
８
日（
土
）、
神
戸
し
あ
わ
せ
の
村
運
動
広
場
周
回

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

女
子
駅
伝
部
は
本
年
４
月
に
新
設
さ
れ
、
予
選
突

破
を
目
指
し
て
練
習
を
重
ね
て
き
た
が
、
惜
し
く
も

第
１１
位
で
本
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

今
年
は
創
部
１
年
目
で
あ
り
、
部
員
数
も
少
な
い
と

い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
た
が
、
２０
チ

ー
ム
中
第
１１
位
に
食
い

込
ん
だ
事
は
賞
賛
に
値

す
る
。
本
学
の
前
身
で

あ
る
大
阪
短
期
大
学
時

代
に
は
、
本
大
会
に
６

回
出
場
の
実
績
が
あ
る
。

部
員
一
人
一
人
が
こ
の
伝
統
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、

来
年
こ
そ
は
�
杜
の
都
駅
伝
�
に
出
場
を
果
た
す
こ

と
を
願
う
。

（
顧
問

松
熊
義
昭
教
授
）

学
友
会
総
会
が
平
成
１７
年
１０
月
１４
日（
金
）、
足
立

記
念
館
３
階
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
総

会
で
本
年
度
役
員
が
左
記
の
と
お
り
選
出
さ
れ
た
。

会
員
み
ん
な
で
役
員
に
協
力
し
て
、
学
友
会
が
主

催
す
る
各
種
行
事
を
成
功
さ
せ
た
い
。

会

長

総
合
経
営
学
部

地
神

翔
一

副
会
長

人
間
学
部

加
納

優

会

計

人
間
学
部

渡
部

哲
也

平
成
１７
年
１０
月
８
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
開
催
日
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
部
の
６

名
が
学
内
キ
ャ
ン
プ
実
習
施
設
で
、
お
い
し
い
カ
レ

ー
を
作
っ
て
振
る
舞
っ
た
。
当
日
は
時
々
雨
が
降
る

天
候
で
は
あ
っ
た
が
、
カ
レ
ー
の
出
来
具
合
は
最
高

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今

後
も
緑
溢
れ
る
こ
の
キ
ャ
ン
プ
実
習
施
設
を
キ
ャ
ン

プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
の
資
格
取
得
に
有
効
に
活
用
し
て
い

く
。

（
指
導

河
合
信
行
教
授
）

あいさつをする地神
新会長

大
会
最
高
レ
ベ
ル
の
リ
フ
ト
越
え
ジ

ャ
ン
プ
の
大
技
が
見
事
に
決
ま
る

矢
野
友
理
江
選
手
（
高
２
）

女
子
水
泳
千
五
百
�

自

由

形

銀

１６
分
３４
秒
５０

八
百
�

自

由

形

銅

８
分
４３
秒
９０

四
百
�

自

由

形

銅

４
分
１５
秒
９３

二
百
�

バ
タ
フ
ラ
イ

４
位
入
賞

２
分
１２
秒
２２

活躍ぶりを称える垂れ幕

訂
正
と
お
詫
び

第
１７
号
（
平
成
１７
年
９
月
６
日
付
）
併
設
校
ト
ピ

ッ
ク
ス
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ク
リ

プ
ス
ラ
ン
チ
高
校
と
の
国
際
交
流
の
引
率
・
指
導
の

先
生
は
吉
野
綾
子
先
生
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

全国大会で大阪代表として息の合
った演技で観客と視聴者を魅了

合否通知
発送日

１１／１７（木）
１２／１（木）
１２／８（木）

１２／１（木）

２／２（木）

２／２２（水）
３／７（火）
３／１７（金）
２／２２（水）
３／７（火）
３／１７（金）
３／１７（金）

２／２２（水）

出願期間
持ち込み（１７：００まで）
１１／１０（木）
１１／２４（木）
１２／１（木）

１１／２４（木）

１／２６（木）

２／１６（木）
３／２（木）
３／１４（火）

１／３０（月）～２／１４（火）（必着）
２／１６（木）～２／２７（月）（必着）
２／２８（火）～３／１３（月）（必着）

３／１４（火）

２／１０（金）

郵送（消印有効）
１０／２６（水）～１１／８（火）
１１／９（水）～１１／２２（火）
１１／２４（木）～１１／２９（火）

１１／９（水）～１１／２２（火）

１／５（木）～
１／２４（火）

１／２６（木）～２／１４（火）
２／１５（水）～２／２８（火）
３／１（水）～３／１０（金）

３／１（水）～３／１０（金）

１／２７（金）～２／９（木）

試験日

１１／１２（土）
１１／２６（土）
１２／３（土）

１１／２６（土）

１／２８（土）
１／２９（日）
２／１８（土）
３／４（土）
３／１６（木）

３／１６（木）

２／１８（土）

選考種別

�方式
�方式
�方式

Ｂ日程

�方式
�方式
�方式
�方式
�方式
Ａ日程
Ｂ�日程
Ｂ�日程

社会人特別

Ｂ日程

Ｂ日程

Ｃ日程

Ａ日程

Ｂ日程

Ｃ日程

大学入試
センター試験
利用

外国人留学生
総合経営学部のみ募集

公
募
推
薦
資
格
優
遇

推

薦

一
般

総合経営学部経営経済学科『経営心理コース』新設による特設推薦入試を実施する
対象学部学科
総合経営学部

経営情報学科
経営経済学科

人間学部
心理学科
人間文化学科

総合経営学部
経営情報学科
経営経済学科

選考方法
面接、書類総合判定

国語総合（古文・漢文を除
く）
英語�（２科目指定）
評定×１０倍、面接（参考程
度）

選考種別
特設協力指定校
推薦入試

特設公募推薦入試
Ｃ日程�―１方式

学
内
キ
ャ
ン
プ
実
習
施
設

で
お
い
し
い
カ
レ
ー
作
り

※『経営心理コース』の募集は、特設以外の選考種別でも受け付けています。

東
ア
ジ
ア
大
会
で
メ
ダ
ル
３
個
獲
得

（詳しくは募集要項を
ご参照ください。 ）２００６年度入試日程（学部共通）

・
期
間
…
平
成
１７
年
１１
月
４
日
〜
６
日

・
会
場
…
中
国

マ
カ
オ

秋
季
国
体
に
５
名
が
出
場
�

硬
式
野
球
部

陸
上

石
田

麻
実
（
高
２
）

助
永

仁
美
（
高
２
）

三
村

有
希
（
高
２
）

体
操

杉
砂

敬
人
（
高
３
）

剣
道

寺
岡

真
由
（
高
３
）

優
勝
を
逃
す
秋
季
リ
ー
グ

首
位
を
並
走
し
た
が
…

１１２２月月１１７７日日（土）

特 設
推薦入試

第
２
回
全
国
高
校
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ

選
手
権
大
会
で
準
優
勝
�

『
世
界
の
頂
点
』を
目
指
す

女
子
駅
伝
部
（
本
年
４
月
新
設
）

平
成
１７
年
９
月
２７
日
、
関
西
Ｔ
Ｖ
で
放
映

本
大
会
出
場
な
ら
ず

人
間
学
部

心
理
学
科

３
年
次
生

中
村
智
太
郎
選
手

第
１１
位
と
健
闘

42005年11月10日


